




著作権保護のため本文掲載を省略し ，

のみとします。
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「
あ
ら
か
じ
め
仮
定
さ
れ
た
遊
び
の
効
用j

と
は
何
か、

端
的
に
述
べ
よ。

問
三

傍
線
部
2
に
つ
い
て、

問 問
（
注） と

こ
ろ
で、

遊
び
が

（
ホ
イ
ジ
ン
ガ
『
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス』
里
見
元一
郎
訳
に
よ
る）

0
決
定
論
�
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
は、
そ
の
出
来
事
に
先
行
す
る
出
来
事
の
み
に
よ
っ
て
決
定
し
て
い
る、
と
す
る
立
場。

傍
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E
の
カ
タ
カ
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を
漢
字
に
改
め
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部
ー
に
つ
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「
自
然
の
営
み
の
過
程j
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体
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に
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の
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な
こ
と
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指
す
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文
中
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を
用
い
て
述
べ
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種
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末
解
決
の
問
題
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前
提
と
し
て
立
論
す
る
誤
謬J
に
陥
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と
に
な
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見
つ
け
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あ
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問 問 問

せ
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問
五
問
四

二
重
傍
線
部
a
s
d
の
文
中
で
の
読
み
を、

ひ
ら
が
な
の
み
を
用
い
て
示
せ。

傍
線
部
ー
に
つ
い
て、
「
楽」

し
ま
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か、

説
明
せ
よ。

傍
線
部
2
に
つ
い
て、
「
逐
之」

の
内
容
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
現
代
語
訳
せ
よ。

傍
線
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い
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ど
う
い
う
こ
と
を
述
ぺ
て
い
る
の
か、

わ
か
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や
す
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説
明
せ
よ。

傍
線
部
4
に
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い
て、
「
寝
乃
安」

と
な
る
の
は、

玄
宗
が
韓
休
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
ら
か、

こ
の
文
章
の
内
容
に
即
し
て
説
明

傍
線
部
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を
漢
字
ひ
ら
が
な
ま
じ
り
で
書
き
下
せ。
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